
日本食レストランの海外普及について

○ 日本食レストランをめぐる経過

平成１８年９月 松岡農林水産大臣就任 ３月 日本食レストラン国際フォーラムの開催

・農林水産物の輸出促進に力を入れるべき ５月 ＮＲＡショー２００８（シカゴ）に出展

・日本食レストラン認証の動き ９月 モスクワ、スイスに支部設立

１１月～ 海外日本食レストラン認証有識者会議を３回開催し、 １２月 ニューヨークに支部設立

平成１９年 ３月 「日本食レストラン推奨計画」を提言 平成２１年 ２月 シンガポールに支部設立

７月 日本食レストラン海外普及推進機構（JRO)発足 ３月 日本食レストラン国際シンポジウム開催、ソウルに支部設立

１１月 台北に支部設立 ５月 ＮＲＡショー２００９（シカゴ）に出展

１２月 上海に支部設立 ６月 ローマ・ミラノ支部設立

平成２０年 １月 バンコクに支部設立 ７月 パリ支部設立、香港支部設立

２月 ロンドン、アムステルダム、ロサンゼルスに支部設立

○ 日本食のショールームである日本食レストランの信頼度を高め、日本食の普及を通じて、日本食材の輸出促進を図る｡

○ 平成１９年、民間有志により設立されたNPO日本食レストラン海外普及推進機構（ＪＲＯ）において、現地組織の設立と現地の各種活動の

促進等に取り組んでいるところであり、平成２１年７月現在、現地組織の支部は１４都市（台北、上海、バンコク、ロンドン、アムステルダム、

ロサンゼルス、モスクワ、スイス、ニューヨーク、シンガポール、ソウル、ローマ・ミラノ、パリ、香港）。
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○ 日本食レストラン海外普及推進機構（ＪＲＯ）の役員

・ 全米レストラン協会主催のＮＲＡショーへ出展。（5月：シカゴ）

・ ジャパンイタリー（共催）において日本食を提供。（7月：ローマ）

・ ＪＲＯ各国支部で、日本の食材・衛生管理等の勉強会を実施。
・ 新たに、ローマ・ミラノ支部（6月）、パリ支部（7月）、香港支部（7月）
を設立。

○ 平成２１年度の主な活動

パリ支部設立説明会JROの出展ブース(シカゴ) JapanInalyの様子（ローマ）



ＪＲＯ海外支部活動について

○ＪＲＯは、米国（シカゴ、ロサンゼルス）、台北、上海、バンコクにおいて、日本食の特徴等の普及啓発活動を実施し、業務用実需者を通

じた輸出促進の基盤整備に取り組んだ。また、新たに、モスクワ、スイス、ニューヨーク、シンガポール、ソウルで支部を立ち上げた。

ﾆｭｰﾖｰｸ支部（設立・勉強会）
・２０年１２月３日 参加者７０名
日本食メニュー開発の講習会

シカゴ（ＮＲＡショーへの出展）
・２０年５月１７日～２０日、２１年５月１６日
～１９日

・入場者 世界各国のレストラン関係者
総数 74,000人

・日本食の特徴である「うま味」を紹介する
ブースを出展
・ＺＡＧＡＴガイドブックを配布

ロサンゼルス支部（勉強会の開催）
・２０年６月５日 参加者６０名

日本食材の米国外食市場への可能性を
検討
・２０年１１月３０日 参加者５０名

成功するメニュー開発とレストラン経営に
ついて講演

モスクワ支部（設立）
・２０年９月１５日 参加者６６名

モスクワにおける日本食市場の広
がりを確認

ローマ・ミラノ支部（設立）
・２１年６月７日 参加者２５名
ティベリーナ島イベントについて

上海支部（勉強会の開催）
・２０年７月１４日 参加者１００名

日本産精米の中国向け輸出条件につい
て講演
・２０年１０月２５日 参加者２０名
日本食の特徴である「うま味」についての
講演
・２０年１１月２４日 参加者６０名
衛生管理と品質管理対策について講演

台北支部（勉強会の開催）
・２０年９月２４日 参加者１２０名

日本食の特徴である「うま味」につ
いての講演
・２１年３月１６日 参加者３５名
ホタテと昆布についての勉強会

シンガポール支部（設立）
・２１年２月１４日 参加者４０名
外食産業の経営と課題について講演

バンコク支部（勉強会の開催）
・２１年２月１６日 参加者２００名

タイにおける日本食レストランの経営
戦略について講演など

ソウル支部（設立）
・２１年３月２１日 参加者７０名
ソフトパワーとしての日本食文化
に ついての講演

スイス支部（設立）
・２０年９月１７日
参加者３６名

日本からの食材輸出に
ついての課題を共有

パリ支部（設立）
・２１年７月７日 参加者３０名
日本食に特徴的な衛生管理に
ついて講演。

香港支部（支部の設立）
・２１年７月３０日 参加者６０名
和牛の輸出促進についての勉強会



ＪＲＯの目指す活動について

ＪＲＯは、海外において、日本食への理解を深め、

実需者と食材供給者を結びつけ、輸出促進を図る。

新たな食のトレンドは、一流レストランのヒットメニューが、

高級食材のスーパーの棚に並び、ファミレスのメニューとなり、

大衆食品のスーパーの棚に並び、徐々に広がり定着していく。

新
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大衆食品スーパー
ファースト・フード

(1)海外日本食のネットワーク（現地支部）の確立

・都市単位を基本に、日本食レストランの共通の課題
解決や情報交換の場としてのネットワークを作る。

（２）新たな食が伝播する過程に応じた普及啓発のアプ
ローチ
・トップシェフに対するアプローチ

NPO日本料理アカデミーとの交流
（デビット・ブーレイ氏等）

・レストラン全体に対するアプローチ
ＮＲＡショーへの出展
高評価のレストランを紹介するZagatガイドの発行
衛生面についての啓発テキストの作成

（３）現地支部の具体的活動
・現地支部の要請に応じて、普及啓発活動、教育研修
活動、推奨活動等の取組を実施するとともに、輸出
促進に向けた課題の抽出を行なう。

一流レストラン

高級食品スーパー
一般的レストラン

消費者


